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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・看護グループ内研修について
日時：7/6（木）17:20～　内容：「救急対応」　場所:メンタルケア病棟3階
・ふれあい秋祭りでの産直・フリマの募集があり、出店するものがある場合には広報委員まで声を掛けること。
・エアロビ講師の出欠簿の書式が変更となる予定。
・勤務変更について
7/26（水）田中　A/L⇒年休　　小嶋　外来⇒外来/L

8/7（月）石橋　D⇒公休

8/11（金）石橋　公休⇒D
・7/28（金）納涼会に参加できない方は不参加届を7/12（水）までに提出すること。

・菅野勝利様の利用日について、第1水曜日の利用を増やし、月2回の利用となる（主治医への了承済）。
【各種提出期限】
・学術の抄録を大まかで良いので7/15（土）までに小嶋SGMに提出すること。

【体験利用・正式利用予定者】

・寺地　徳和様～7/6（木）9:30～12:00と7/13（木）9:30～16:00に体験利用予定となっている。本日体験利用を実施しており、館内の案内や利用時の説明等を行い、契約書と申し込み書を渡している。
・寺地　啓喜様～7/12（水）退院予定で、7/14（金）から月、水、金曜日にデイケアを利用予定となっている。契約書の準備を行なっていくこと。

・下川戸長司様～7/7（金）退院予定であり、7/11（火）より正式利用開始予定である為、食事発注や書類の準備等忘れずに行っていくこと。
・松田　知子様～7/7（金）体験利用予定であったが、歯科受診により来所できない為、7/14に変更となる。10:00頃に来所する予定であり、青陽館の場所が分からない際には医事より連絡が来る予定。
※体験利用者や見学者が増えている為、対応チェック表を使用して書類の確認などを行っていくこと。

＜利用者様情報＞

デイケア
・寺地　徳和様～北病棟に入院している統合失調症の66歳男性。本日体験利用実施し、館内の見学と利用時の説明を行っている。7/18（火）青山荘に入居予定であり、青山荘が休みである木曜日にデイケア利用を検討したいとのこと。スタッフの質問に対し、返答が的外れな事やまわりくどい表現となっていることがあり、また「たまにボーっとして聞いていない時があります」と話していることから、思考にまとまりなく疎通性が低下している様子が窺える。利用目的を確認すると、病状の悪化防止、対人緊張があることから対人交流について学習したい、金銭管理について学習したいとのこと。次回体験利用日は7/13（木）となっている。

・根地戸　恵様～東病棟より情提供があり、7/20（木）退院予定とのこと。退院に伴い、デイケアを再開するするよう主治医より指示がある。利用再開日については、未定である為、今後連絡をするとのこと。

・松川　順子様～来所時より表情の冴えなさがあり、本日の問診について不安を訴えており話を傾聴しているが、不安は軽減せず、問診時にスタッフが付き添っている。日常生活は問題なく行えていることや入院はしたくないことを伝えると、主治医より今は入院しないが、入院しなくてはいけない状態になれば入院することになると言われている。本日の入院の必要性がないことが分かり不安は軽減しており、表情の穏やかとなっている。

・北村　奈美様～本人より電話連絡があり、本日来所しようと思っていたがテレビを購入する為欠席すると話している。本日は利用日でないことと明日が来所日であることを伝え、明日の出欠を確認すると「9割方行けない」と話している。明日の出席については、状況や体調をみてから判断し、電話連絡するよう伝えている。
・庭田美紀子様～本人より電話連絡があり、以前南部病院に救急搬送された姉（長女）の体調が思わしくない為、病院に来るように言われたと慌てたように話している。上記により本日欠席となっている。
・久保　興介様～定時になっても来所していない為、本人の携帯と自宅に電話するが出ない。その後、母様に電話すると出ており、来所してないことを伝え状況を確認すると、自宅で過ごしており行きたくない気分であると話していたとのこと。行きたくない理由については、友人がいないと話しており、体調は問題ないとのこと。今後、面談を行い状況確認していくことを伝えると「お願いします」と話し、電話を終了している。
・駒木　洋士様～最近、デイケアや訪問看護「五福」で気分の高揚がみられている。本人は他者やからも気分が高揚していることを言われているが、普段通りと話している。気分の高揚さがみられることは病状の悪化のサインということを説明し、都度振り返りを行っていく必要がある。

デイナイトケア
・鈴木真知子様～昨日は落ち着かない様子があり、プログラムにも参加出来ていない。本日は途中退出することはあるが、プログラムに参加することが出来ている。昨日と同様、立ち歩きが多くみられている為、所在確認を行っていく。

・千葉　輝夫様～昨日、ドアを開けること出来なかったり、出席簿に名前を書く際に漢字が分からず書けていないことがあるが、本日は上記のようなことはみられていない。窓を閉めて歩いている為、他者とトラブルがないように見守りや介入を行っていく。

・倉橋　生子様～青風荘より情報提供があり、昨日の帰荘後、金曜日の外出について何度も確認しており、スタッフより注意を受けていたが、本日のデイナイトケアでは、不機嫌さみられていない。また、夜間にタンスの片付けをしていることがあり、眠気を訴えることや運動プログラム時に目を閉じそうになっている様子が窺える。今後も睡眠状況や様子確認をしていく。

ナイトケア
・前野　義勝様～先週より、毎週水曜日に来所するか欠席の連絡をすると約束していたが、連絡がなく来所もしてない為、電話連絡をしている。電話しなかった理由について尋ねると、休む場合には連絡する必要がないと思っていたと答えている。現状について確認すると、整形外科受診は継続しており、神経をはがす注射やリハビリを行っていることで症状は少しずつ良くなっていると話しているが、まだ通所は難しいとのこと。欠席する場合でも、現状を把握したい為、来週から電話連絡をするよう伝えると了承している。

＜外来情報＞

・若松　邦生様～勉強出来ない時があり、寝ている事が多いとのこと。過敏性の亢進あり、デイケアで相談するようにアドバイスがある。新聞の投稿はしているが、掲載されないとのこと。

・松川　順子様～診察時、改めて自ら治験や入院をせずに過ごしたいこと伝えている。主治医より、治験や入院については、状態が良くならなかったらそのような方法もあるとの話であった為、今すぐに治験や入院をするという訳ではない事を改めて説明している。主治医へ前回の診察後より、治験や入院に対し心配して落ち着かなくなっていた様子あったこと伝えている。

・冨田　紀子様～鼻頭に傷まだ残るが痛みはない。「転びやすいんですよ」と話しており、医師より下肢筋力増強のため歩行すること、歩く際は大股で歩くように言われている。

・船場　幸子様～デイケアへ行く回数はその時の自身の用事の有無により回数は異なることを医師へ説明している。両耳の掻痒感は軽快しており調子は良いと話している。前回の受診時にオランザピンは減量したが、眠れているか確認すると「今の所変わりなく眠れています」と話している。

・中居美津子様～九州から取り寄せている“しょうがシロップ”が無くなるので注文したが、豪雨により配送が困難であり、手元にあるシロップが無くなるまでに手に入るか分からず不安であると訴えがある。しょうがシロップは美肌のために飲んでおり、2ヵ月で約8000円くらいするとのこと。セルリアンも頑張ることが出来ていると話し、表情穏やかである。

・鹿原　博夫様～鼻の再出血もなく経過しており、睡眠や食事は摂れ問題ないとのこと。診察時は表情穏やかである。

・前野　義勝様～ふくい整形外科に行き、坐骨神経痛の治療しており、電気を当てたり、注射を行っているとのこと。酸化マグネシウムの粉薬が内服しづらい為、錠剤への変更希望にて今回処方より錠剤へ変更している。

・奥山以依子様～青風荘の申し送り内容を医師がみて本人へ経過を確認しており、本人はそれに対して淡々ではあるが表情穏やかに話している。他者の足に躓き転倒した件も「痛くないんですよ」と話している。記入している日記を医師に見せる姿は変わらずみられている。

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（　庭田　美紀子　様　）

実施日：H29年7月6日（木）13：30～14：00

　　　　　担当：工藤

検討内容目標・計画の見直し

	氏名
	庭田　美紀子　様
	性別
	女
	年齢
	61
	生年月日
	S29.7.16

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	

	本人希望
	生活リズムを安定させて一人暮らしを送る。

	家族希望
	

	入院歴
	計　1　回（最終：H28.1.19～H28.8.30）

	通所歴
	1回目

※今回：H28.9.5～現在（週3回/月･水･木曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護五福

	· 住居：アパート
	家族構成








	利用制度
	＊生活保護


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	安定した生活リズムを獲得し地域生活を送ることができる。
	①自身の病状悪化時のサインに気付き、適切な時期に対処ができる。
	①体調不良時、体調で気になることをスタッフへ伝えることができる。
	①スタッフとともに病状悪化時のサインについて振り返り、サインがみられた際はスタッフより声掛けを行い気付けるようにする。

	
	②生活リズムの安定を図る。
	②起床・就寝時間を決め生活リズムを整える。毎食食事を摂り、服薬時間を守り生活を行う。
	②起床・就寝時間について確認する。疲労感や体重減少がみられた際は食事の摂取内容や回数について確認していく。

	
	③単身生活の中で自分で行えることが増える。
	③不明点や興味を持った物・出来事について他者やスタッフへ質問ができる。
	③日常生活の中で不明なことはないか質問を行う。内容に合わせ対応を行い、自発的に質問があった際は評価を行いその行動を強化していく。


【検討内容】目標内容の検討

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①体調不良時、体調で気になることをスタッフへ伝えることができる。
	・悪化時のサインが分からないと病識については曖昧な様子である。病院入院時を振り返る事で、病状の悪化時を思い出したようで、現在は、幻聴、妄想はなく安定していると話している。病名について問うと、統合失調症と返答し、「眠れないと病状が悪化するから睡眠はとるようにしている」と、病識がある様子が窺える。スタッフから病状について聞くと、伝えることができている。
	・短期目標の内容は達成できている為、継続とする。

	②起床・就寝時間を決め生活リズムを整える。毎食食事を摂り、服薬時間を守り生活を行う。
	・起床、就寝時間は自分で決めデイケア利用日には時間に間に合い来所できている。生活費のことを考えている（月末は不安感あり）が、食事は抜かず摂取できている。服薬は、先日忘薬があり、1時間以内に服用したと話している。
	・生活リズムについては今後も様子を見ていく。目標は継続とする。

	③不明点や興味を持った物・出来事について他者やスタッフへ質問できる。


	・スタッフより生活上で困っていることや疑問点について尋ねると「そういえば…」と答えることはあるが、自発的に質問することは少ない。作業療法の時間に字の練習をしたいとの要望が聞かれており、取り組み始めている。
	・自発的に質問することが少ないため、今後も目標は継続する。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	安定した生活リズムを獲得し地域生活を送ることができる。
	①自身の病状悪化時のサインに気付き、適切な時期に対処ができる。
	①体調不良時、体調で気になることをスタッフへ伝えることができる。
	①スタッフとともに病状悪化時のサインについて振り返り、サインがみられた際はスタッフより声掛けを行い気付けるようにする。

	
	②生活リズムの安定を図る。
	②起床・就寝時間を決め生活リズムを整える。毎食食事を摂り、服薬時間を守り生活を行う。
	②起床・就寝時間について確認する。疲労感や体重減少がみられた際は食事の摂取内容や回数について確認していく。

	
	③単身生活の中において自分で行えることが増える。
	③不明点や興味を持った物・出来事について他者やスタッフへ質問できる。


	③日常生活の中で不明なことはないか質問を行う。内容に合わせ対応を行い、自発的に質問があった際は評価を行いその行動を強化していく。


